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令和８年１０月入学 

広島大学大学院人間社会科学研究科（博士課程前期） 

人文社会科学専攻経済学プログラム８月実施入学試験 

 

専 門 科 目 

経済史・経済学史 

 

『出題の意図』 

 

 

 

問題１ 

資料を用いてミュール紡績，スロッスル紡績両工場の生産工程の技術的特性と管理方式の違い

を読み取らせ，両者の比較を通じて熟練労働者が生産遂行と労務管理の両面で基幹的役割を担っ

ていた状況とその理由について，研究史を踏まえ説明できるかを問う課題である。 

 

問題２ 

第二次大戦後のフランスの懲罰的ドイツ政策が，ドイツ経済の復興を容認するアメリカの「マ

ーシャル・プラン」発表以降，「ヨーロッパ石炭鉄鋼共同体」を通じた西ドイツの「管理」へと転

換していく過程・論理を問い，ヨーロッパ統合史の研究動向について基礎的理解があるかどうか

を確認する課題である。 

 

問題３ 

資本主義経済の歴史性を重視するマルクスの経済学の特徴を，市場と社会的再生産の関係をどう

理解し，資本主義の成立の歴史的条件をどう捉えるか，という点にそくして明らかにする問題であ

る。  

 

問題４ 

銀行信用が商業信用の限界を打開する機能をもつことをふまえつつ，信用機構が利潤率均等化を

促進する役割を果たすことを明らかにする問題である。  

 

 

 

 

 

 

 

 




